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原発巣(胃 癌)の 診断が困難であった

若年女子続発性膀胱腫瘍の1例
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A CASE OF SECONDARY BLADDER TUMOR THE ORIGIN 

(GASTRIC CANCER) OF WHICH COULD NOT BE 

IDENTIFIED BEFORE AUTOPSY
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   Primary bladder tumor is the most frequent malignant tumor in the field of urology, whereas 

the incidence of secondary bladder tumor from a distant organ is quite rare. We report here a 

21-year-old female patient with metastatic bladder tumor from gastric cancer. She came to our 

hospital with a complaint of only bladder irritability. Cystoscopical and cytological examinations 

revealed rhabdomyosarcoma of the bladder. She did not respond to radiation therapy and com-

bined chemotherapy, consisting of actinomycin D, vincristine and cyclophosphamide, and died 91 

days after admission. Autopsy revealed a primary tumor of poorly differentiated scirrhus carcino-

ma of the stomach. Thus this was u quite rare case of metastatic bladder carcinoma charac-

terized by bladder irritability without gastrointestinal symptoms.

(Acta Urol. Jpn. 36: 605-608, 1990)

Key words: Secondary bladder tumor, Gastric cancer

緒 言

続発性膀胱腫瘍は子宮,直 腸など隣接臓器の悪性腫

瘍の直接浸潤が多く,遠 隔臓器の悪性腫瘍からの転移

例は少ない.わ れわれは消化器症状の訴えは特にな

く,膀 胱刺激症状のみ呈し,剖 検後初めて原発巣の診

断がついた胃癌の膀胱への遠隔転移と考えられる1例

*現:京 都大学泌尿器科学教室

**現:北 野病院泌尿器科

を 経 験 した ので,

る.

若干の文献的考察を加えて報告す

症

患者:21歳,女 性

主訴=排 尿時痛

家族歴:祖 父,胃 癌

既往歴1特 記すべきことなし

例

現病歴ll980年7月 頃より排尿時痛がみられるよう

になったため,1980年8月29日 島田市民病院泌尿器科

受診 膀胱鏡にて膀胱後壁に栂指頭大の半球状膨隆が
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難概.
Fig.1.Microscop量c行ndingsofmetastatic

regioninurinarybladder(low

magnl且cation)bybiopsy.The

丘ndingsdemonstratethattheor三gin

ofmetastaticregionisgastric

cancer.

雛譲
みられ,膨 隆表面は整,粘 膜は充血 していた.経 膣的

に腫瘤を触れ,DIP(排 泄性腎孟造影)で は膀胱頂

部に陰影欠損がみられた,尿 沈査では異常所見がみら

れなかった.9月3日 膀胱腫瘍の生検を行い,病 理組

織診断は横紋筋肉腫であった(Fig.1)た め9月8日

入院となった.

9月12日 膀胱全摘術の予定で開腹術施行.黄 色の腹

水500ccが みられ,小 腸腸間膜には黄白色小指頭大

の硬結1個,肝 にも小指頭大の硬結が1個 みられ,腹

膜には帽針頭大から小指頭大の黄 白色の多発性硬結が

みられた.膀 胱壁には表面平滑,鶏 卵大の,石 様硬の

腫瘍を触れ,腫 瘍の膀胱外への浸潤はみ られなかっ

た.腹 膜膀胱翻転部,卵 巣,ダ グラス窩には異常を認

めなかった.こ れらの所見より膀胱摘除の適応はない

と判断し,閉 腹した.9月16日 よりアクチノマイシン

D(o・5mg/m2),ビ ンクリスチン(o.6mg/m2),サ

イ クロホスフ7マ イド(250mg/m2)の3者 による化

学療法(VAC療 法)と 自覚症状改善のため膀胱に合

計5000radの 放射線療法を開始した.9月 下旬tり

高熱(38～39℃),血 尿,頻 尿,排 尿時痛,食 欲不振

がみられるようになったが,化 学療法,放 射線療法が

奏効し,9月28日,経 膣的に膀胱腫瘍を触れなくなっ

た.11月 上旬頃より裏急後重がみられるようになった

ため直腸診を施行すると肛門より約2cm口 側に狭窄

が認められた.12月3日,膀 胱鏡を施行すると半球状

の腫瘍のあった場所は壊死塊が付着しているのみで他

に異常は認められなかった.そ の部位を生検するとそ

の病理診断では悪性所見は認められなかった.12月8

日より化学療法(VAC療 法)2ク ール目を開始した

が,12月9日 よりイ レウス症状を呈し経鼻胃管を設置

したが,腹 部膨満,呼 吸困難とな り,12月17日 死亡 した.

灘
Fig.2。Microscopic丘ndingsofprimaryregion

instomach(lowmagni丘cation)by

autopsy,Thediagnosisispoorly

differentiatedadenocarcinoma,gastric

cancerhistopatholo9且cally.

剖検所見:肉 眼的には,胃 には胃大蛮側に赤黄色,

栂指頭大の腫瘍,小 腸には癒着性イレウス,直 腸には

壊死性狭窄がみられた以外,膀 胱,肝,腎,腹 膜,卵

巣,小 腸,大 腸には転移と思われるような変化はみら

れなかった.

顕微鏡的には胃全体にびまん性に浸潤した低分化腺

癌,硬 性癌(Fig.2)が み られ,以 前横紋筋肉腫と診

断された膀胱部生検組織と所見は同一と考えられた.

腹膜にも播種しており,膀 胱壁,小 腸,大 腸,虫 垂,

腎茎部 胆嚢,脾 臓に転移がみられた.肝 には脂肪変

性,直 腸には塊状壊死層がみられた.卵 巣には異常を

認めなかった.

考 察

続発性膀胱腫瘍の大部分は隣接臓器の悪性腫瘍の直

接連続性に膀胱壁に浸潤したもので,遠 隔臓器に原発

した腫瘍が リンパ行,血 行,そ の他の経路を介 して膀

胱壁に転移したものは比較的稀であるD.Goldstein2)

は 膀胱への遠隔転移 の146症 例 をまとめているが,

胃癌よりの膀胱転移は悪性黒色腫よりの膀胱転移につ

いで多く,そ の146症 例 のうちの23.3%を 占めてい

る.胃 癌の膀胱への遠隔転移は本邦で1951年 落合ら3)

の第1例 報告以来文献上現在までに24例 がみられるに

すぎず,自 験例は本邦第25例 目に相当する(Table

l).

患者の年齢は21歳 から77歳 までで平均55.1歳 である

が,比 較的若い年代にもみ られ ることは 注意を要す

る,男 子14例 に対して女子II例 と男子に多い.こ れは

胃癌自体男子に多く,か つ女子ではクルーケンベルグ

腫瘍が多く,膀 胱転移を生 じる以前に死亡するためか

と思われる.

胃癌からの続発性膀胱腫瘍の発生部位は6例 の不詳
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症例 報告者 年齢 性別 主 訴 腫瘍部位 病理組織 治 療 法 報告年度 ・文献

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

落 合

市 川

高 安

高 木

小 田

広 瀬

小 林

大 橋

斯 波

村 山

広 田

河 島

浅 野

沼 里

有 吉

熊 坂

三 宅

落

増 井

栗 山

北 原

宮 崎

比 嘉

宮 崎

自験例

55

43

58

39

43

59

73

40

57

47

57

51

51

59

72

28

59

77

75

42

50

72

75

70

21

男

男

男

男

男

男

男

女

女

女

女

女

女

女

女

男

女

男

男

男

男

女

男

女

女

膀胱炎症状

血 尿

無 尿

嘔 気

血 尿

血 尿

血 尿

血 尿

血 尿

血 尿

血 尿

排尿時痛

血 尿

頻 尿

頻 尿

血 尿

頻 尿

血 尿

頻 尿

排便困難

血 尿

血 尿

血 尿

排尿困難

排尿時痛

頂 部

頂 部

後 部

?

頂 部

後三角部

頂 部

?

後 部

?

右側部

頂 部

?

?

?

三角部

三角部

頂 部

頂 部

頂 部

頂 部

左側壁

頂 部

頂 部

頂 部

腺 癌

腺 癌

腺 癌

硬性癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

?

腺 癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

硬性癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

印環細胞癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

印環細胞癌

硬性癌

膀胱部分切除術

膀胱部分切除術

尿管皮膚撰術

試験切除術

膀胱部分切除術

試験切除術

膀胱部分切除術

膀胱全摘術

TUR

?

膀胱部分切除術

試験切除術

?

尿管皮膚痕術

尿管皮膚痩術

尿管皮膚痩術

膀胱全摘術

膀胱部分切除術

尿管皮膚痩術

膀胱部分切除術

膀胱全摘術

?

膀胱部分切除術

化学療法

化学療法

日泌尿 会 誌42:325,1951

皮 膚 と泌 尿15:274-275,1953

日泌尿 会 誌47:689-695,1956

日泌尿 会 誌49:173,1958

日泌尿 会 誌52:241-244,1961

日泌尿 会 誌60:710,1956

日泌尿 会 誌60:1113,1969

第270回 日本泌 尿 器 科 学 会北 海 道 地 方 会,1972

日泌尿 会 誌64=357,1973

日泌尿 会 誌64:602,1956

臨 泌28:175-179,1974

泌尿 紀 要20:583-586,1974

日泌尿 会 誌65:681,1974

泌尿 紀 要23:353-359,1977

泌尿 紀 要24:743-745,1978

日泌尿 会 誌70:444-445,1979

日泌尿 会 誌71:640,1980

西 日泌 尿45:137-140,1983

西 日泌 尿45:353-359,1983

日消外 会 誌16:1060,1983

日泌尿 会 誌74:483,1983

西 日泌 尿47:453-456,1985

臨泌40:71-74,1986

泌尿 紀 要32:1145-1148,1986

例を除いた19例 のうち12例 が膀胱頂 部に発生してお

り,注 目すぺきことである.

臨床症状としては血尿,頻 尿 疹痛などがみられる

が,一 般には何の症状もみられない.そ れは続発性膀

胱腫瘍は永く粘膜を犯すことなく膀胱壁を侵襲するも

のであるため,原 発性膀胱腫瘍にみられるように特異

的な症状は頻発しない.し かし膀胱粘膜に潰瘍をひき

起こすなどの浸潤が進むと,頑 固な膀胱刺激症状が生

じる.自 験例の場合消化器症状はまったくなく,排 尿

時痛のみあったことはかなり稀なことであると考えら

れる.

DIPに おける異常所見は膀胱症状のあ るものに多

く出現してお り,症 状を欠如するものでも約2割 にな

んらかの変化がみられる.さ らに膀胱鏡所見では筋層

以上に浸潤が進むと発赤,腫 脹,粘 膜稜形成,腫 瘍形

成などがみられている.公 平ら4)は膀胱漿膜までの浸

潤でも炎症が膀胱粘膜へ波及し,そ の結果あたかも浸

潤しているような浮腫を伴なう炎症性腫瘍がみられる

ことがあり,こ れを仮性浸潤と呼んでいる.ま た尿細

胞診は続発性膀胱腫瘍に有用なこともある5・6)。

続発性膀胱腫瘍の鑑別診断は臨床的にも顕微鏡的に

もやや因難である.一 つには膀胱生検にて得られた未

分化癌,腺 癌は膀胱原発の未分化癌,腺 癌(特 に尿膜

管癌)と 誤診しやすいからである.ま た胃癌からの続

発性膀胱腫瘍が膀胱頂部に好発している点より,尿 膜

管癌との鑑別がやや困難である.ま た一つには続発性

膀胱腫瘍と原発性膀胱腫瘍が共存 している時があるか

らである.本 症例の場合も初め膀胱 肉腫と診 断され

た、

本邦25例 のうち治療法が記載されているのは20例 で

ある.そ の内訳は膀胱部分切除術7例,尿 管皮膚痩術

5例,膀 胱全摘術2例,化 学療法2例,TUR-bt(経

尿道的膀胱腫瘍切除術)1例 で3例 は膀胱腫瘍生検後

何の治療も施行していない.自 験例の場合膀胱肉腫の

診断で,ア クチノマイシンD,ビ ンクリスチン,サ イ

クロホスファマイドの3者 による化学療法(VAC療

法)を 施行している.治 療法は患者の全身状態,疾 患

の広が りなどにより決められるべきであると考えられ

る.

胃癌からの続発性膀 胱腫瘍の予後はきわめて不良

で,Oesterwitzら7)は 急激な経過をたどった5例 を

報告し,尿 路刺激症状が出現すると3ヵ 月以内に死亡

するとさえ述べている,

遠隔臓器の悪性腫瘍からの続発性膀胱腫瘍の転移様
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式には血行,リ ンパ行,腹 腔内播種を介して膀胱への

輯移が考えられるが,そ のうちで血行性転移の場合,

蕊への転移が起こってからさら碍跨艇に塞擾をきたす

こともあるが,本 邦では明らかに胃癌の血行性転移と

考えられる賄床報告纐 ま晃当たらない,制lls}は1]ソ

バ逆行性に よるものであろ うとしている,楠 は高木

ら9)の例に薄 してシュ_ッ ツラー腫癖の膀胱への直嬢

浸潤と考え,小 田ら10)は,シ ュー一ッツラー腫瘍の転移

瞬属墾ンパ籔塞簸の結梁,ダ グラス窩から膀羅壁に向

かって副行を生 じてきた転移ではないかと論述してい

る・Hermanii)は 剖検による女子胃癌10例 中4例 に

クルーケンベルグ腫蕩がみられ,そ の4例 全例に続発

姓膀胱腫瘍を認め,ま た錫子胃癌沁倒では1例 の続癸

憔膀胱腫瘍を認めるにす謹ないことから,膀 胱への転

移に際 して卵巣の重要性を指摘している,自 験例の場

合腫蕩の存窪カミ勝貌頂部にあったこと,お よび翻腹時

卵巣は正常であったことより胃癌の腹腔播種から膀胱

への直接漫潤したものではないかと考えている.

結 語

胃癌の遠隔転移と考えられる膀胱腫瘍の1例 を報告

し,環 在までに本邦で文献上報籍された醗象{魏5綴 を

集計した,
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